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第９期計画作成に向け実施するアンケート調査

調査名 対象者（対象者数） 実施方法 実施時期

①介護予防・日常生活圏域
ニーズ調査

６５歳以上で要介護認定を受けていない人
（８，６２４人）

郵送配布
郵送回収またはオンライン回答

令和４年１２月

②保健・福祉等実態調査 ４０～６４歳で要支援・要介護認定を受け
ていない人（２，１００人）

郵送配布
郵送回収またはオンライン回答

令和４年１２月

③保健・福祉等実態調査
（介護保険認定者）

４０歳以上で要支援・要介護認定を受けて
いる人（２，１００人）

郵送配布
郵送回収またはオンライン回答

令和４年１２月

➃在宅介護実態調査 在宅で生活をしている要介護（要支援）認
定を受けている者のうち、更新申請又は区分
変更申請に伴う認定調査
（６００件）

認定調査員による聞き取り 令和４年６月２０日
～継続実施中

⑤介護サービス事業所実態
調査等（介護人材実態調査）

川越市内の指定介護保険サービス事業所
（各予防サービス・居宅介護支援事業所・
福祉用具貸与・特定福祉用具販売を除く）

郵送配布
オンライン回答

令和４年７月１日
～７月３１日

⑥在宅生活改善調査 川越市内の指定居宅介護支援事業所
（ケアマネジャー）

郵送配布
オンライン回答

令和４年７月１日
～７月３１日

⑦居宅介護支援事業所実態
調査

川越市内の指定居宅介護支援事業所
（ケアマネジャー）

郵送配布
オンライン回答

令和４年７月１日
～７月３１日
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Ⅰ．現在実施している調査の進捗状況について

➃在宅介護実態調査

・回答数 ２２３件／６００件 （令和４年９月９日現在）

⑤介護サービス事業所実態調査

・対象事業所数 ３０１事業所

・回答数 １９５事業所

・回答率 ６４．８％（前回 ５１．０％）

【新採用職員個別調査】

・新採用職員回答人数 １７４人
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⑥在宅生活改善調査

・回答数（在宅での生活維持が難しくなっているケースの報告数）

１４７ケース（人）

⑦居宅介護支援事業所実態調査

・対象事業所数 ８２事業所

・回答数 ６３事業所

・回答率 ７６．８％（前回 ７３．７％）
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Ⅱ．今後、実施予定の調査に関する調査項目について

（１）各種調査の位置づけ

▶ 国から示された調査項目＋市独自項目を設定

▶ 目的：要介護状態になる前の高齢者のリスクや社会参加状況を把握する

ことで、地域診断に活用し、地域の抱える課題を特定すること。

介護予防・日常生活支援総合事業の評価に活用すること。

▶ 特徴：結果を地域包括ケア「見える化」システムに登録することで

本市の経年比較を行うことが可能になるとともに、他地域のデータ

との地域間比較を行うことが可能となる。

①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
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（引用）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査実施の手引き（令和４年８月版）より抜粋 6



▶ 市独自調査

▶ 目的

・健康づくりへの取組や生活状況の把握、今後のニーズ等を把握する。

・ボランティア等、介護保険以外のインフォーマルなサービスについての

考え方や担い手としての意識の把握。

※特に２０４０年を見据えると、調査対象者の方の多くが６５歳以上となり、

今後の対策を検討する上では、この世代の現状を把握することは重要。

▶ 市独自調査

▶ 目的

・要支援・要介護認定を受けている方の生活や介護保険サービスの利用状況、

ニーズなどの把握。

・ボランティア等、介護保険以外のインフォーマルなサービスについての

考え方や担い手としての意識の把握。

②保健・福祉等実態調査

③保健・福祉等実態調査（介護保険認定者）

7



（２）調査項目を設定する上での考え方

▶ 経年変化をみるため、令和元年度調査から継続して実施する設

問項目

❶ 第８期計画内で指標となっている設問項目

❷ 国から示される設問項目

・必須項目においては、３つの調査（①〜③）において実施。

・オプション項目は、①介護予防・日常生活圏域ニーズ

調査のみで実施。
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（３）市独自項目の設定にあたっての考え方

【課題】

・第９期計画（計画期間：令和６年度～令和８年度）では、２０４０年への備えを

視野に入れていくことが必要になる。

・第８期計画（計画期間：令和３年度～令和５年度）から引き続き、２０４０年に

向けての課題は下記。

▶２０４０年に向けて、総人口の減少に転じていくなか、高齢者の占める割

合の増加が見込まれる。特に、要介護認定率が５０％を超える８５歳以上の

高齢者が増加することで、介護サービスを必要とする高齢者の増加が見込ま

れる。

▶６５歳の高齢者を含む世帯数は、増加を続け、特にひとり暮らし高齢者の

世帯の増加が見込まれる。

▶その一方、現役世代が減少することにより、就業者数の増加は見込めず。

【今後の視点】

介護サービスの需要と供給のバランスの確保を図ること
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【参考１】

（引用）厚生労働省「第9期介護保険事業計画作成に向けた各種調査等に関する説明会」（厚生労働省）より一部抜粋 10



図１ 出生数及び合計特殊出生率 の年次推移
【参考２】

（引用）「令和3年(2021）人口動態統計月報年計（概数）の概況」（厚生労働省）より抜粋

※ 合計特殊出生率は、１５歳から４９歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、1人の女性が仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの平均子ども数に相当します。 11

※
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【参考３】
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【市独自項目設定の方向性】

▶ 必要とする介護サービス量（需要）と提供できる介護サービス量（供給）

のバランスの確保を図ることが必要。しかし、現役世代の減少が見込まれる

中、供給量を増やすことは難しいことが予測される。

▶ そのため、高齢者数の増加が見込まれる中、いかに需要を減らしていくかを

考えていかないといけない。

▶ 需要を減らすための対策の視点として

１．高齢になっても、いつまでも元気でいられること

２．介護が必要になっても、重度化させないこと

この視点を持ちながら、高齢者の現状を

把握するために、市独自項目設定していく。
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【ヒアリングの実施】

▶ 目的：今後の取組に向け、地域の高齢者の方を身近で支援している団体等

の皆様からご意見を伺い、令和４年１２月実施予定の市民アンケー

ト調査において、把握すべき事項等のヒントを得て、市独自項目の

参考としていく。

▶ テーマ：高齢になっても いきいきと過ごすために

▶ 実施期間：令和４年８月～９月

▶ 参加者：❶川越市介護保険事業計画等審議会委員を選出いただいている

公共的団体 ５団体

❷川越市介護保険事業計画等審議会の公募委員 ３名

▶ 詳細は、資料３－３のとおり。
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把握すべき事項 設問内容 設問の意図 設問
番号

ひとり暮らし高齢者の状況 ・子どもとの距離感 ひとり暮らし高齢者を支援する上で、
キーパーソンとなる子との距離を確認
することで、今後の支援策の検討の際
に活用することができる。

7

日常生活の状況 ・困りごと
・移動に関する困難の有無
・困難の理由
・移動支援に関するサービス
対価額

・買物に関すること

日常生活での具体的な困りごとや
外出の機会を保持するために必要な移
動に関する状況、また日常生活に不可
欠な買い物状況を把握することで、介
護保険サービス以外の支援策を検討す
る際に活用することができる。

23
24
25
36
42

趣味について ・趣味の有無、内容
・今後取り組みたいこと
・取り組めていない理由

趣味が外出や他者とのつながりのきっ
かけとなるため、今後、趣味等が行え
る地域の居場所づくり等を検討する際
に活用することができる。

55
56
57

【市独自項目及び設問の意図】

ヒアリング等の意見を参考にし、「自助」と「互助」に対する意識や現在

の取組状況に関する内容を多く取り入れ、市独自項目を設定した。
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把握すべき事項 設問内容 設問の意図 設問
番号

居場所づくり
社会参加及び活動の場

・高齢者が望む居場所や社会参加の内容
・活動できる場所（会場）の情報収集

担い手として活躍できる社会参加の
検討や、居場所や活動できる場の把
握を行うことは、社会資源の把握に
つながり、今後互助の取組を検討す
る際、活用することができる。特に、
ヒアリングの声として、地域の場所
の確保に苦慮している声が多く聞か
れている。

62
63
64
65
66

地域との関わり状況 ・居住期間
・地域への愛着
・近所との関わり方

地域との関係性等の現状を把握し、
互助の取組を推進する方策を検討す
る際に活用することができる。

67
68
69
70
71
72
73

健康づくりの取組状況 ・取り組んでいる内容
・健康上の問題の有無
・健診受診の有無
・現在の活動量

健康づくりに関する取組状況や活動
量を把握することは、今後の介護予
防やフレイル対策を検討する際に活
用することができる。

83
84
85
86
87
88

ICTの活用 ・インターネット、メールの利用状況 新型コロナウイルス感染症の感染拡
大の影響で、ICTを活用する場面が
増えているが、実際の利用状況を把
握し、今後のICTの活用を検討する
上で活用することができる。

95
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把握すべき事項 設問内容 設問の意図 設問
番号

認知症の方への支援 ・地域で協力できるような体制づくり
に向け本人や家族の思い
・地域活動へ参加することへの理解

認知症の人を地域で支える体制を検
討する際、活用することができる。

99
100
101

在宅医療について ・かかりつけ医師・歯科医師・薬剤師
の有無
・自宅で最期まで過ごすことへの希望
の有無や実現できない理由
・本人が望む最期を迎えたい場所

住み慣れた地域で最期まで暮らし続
けるための支援や体制を検討する際、
活用することができる。

103
104
105
106
108
109

人生会議（ACP） に
ついて

・取組状況 ACPに関する取組状況を把握すること
で、周知の必要性等の課題の把握が
可能となる。

110
111

介護保険サービスに
ついて

・サービス未利用者の状況
・満足度

川越市は、サービス未利用者の割合
が高い傾向が見られているが、サー
ビス未利用者への対応について課題
を把握することができる。

112
113
114

※ ACP(Advance Care Planning)とは、人生の最終段階の医療・ケアについて、本人を主体として家族や信頼のおける人、医療・ケアチームと繰り
返し話し合うプロセスです。日本における愛称は「人生会議」です。
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